
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窓口支援

企業情報 

松美屋醤

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

 

 

 

 当社は、

オリジナル

かした“バ

なり、新た

 当社は

城址）や松

の城下町、

ぬ味を守り

当社では

ポン酢、か

販売してお

かけ“殿さ

 当蔵の看

厳選材料を

（コク）を

“殿さま

煮物、玉子

また、”ゆ
うゆ”の味

配の方まで

げ、当社の

援事例 

醤油有限

山
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７

創業時から

ル商品や異業

バウムクーヘ

たな商品開発

は、明治二十

松下村塾があ

家が連なり

り続けていま

は当社伝統の

かつおだしな

おります。ま

さま三昧”や

看板商品“殿

を加えて調和

を完成させま

ましょうゆ”

子かけご飯、

ゆずからくん

味をベースに

で幅広い層の

の新たな試み

【INPIT

限会社 

山口県萩市 

https://ma

1953 年 

７人 

の醤油蔵で地

業種の方々と

ヘン”、“ロール

発にも積極的

十年（１８８

ある山口県萩

り入り組んだ

ます。 

の熟成された

など、家庭の

また、調味料

や自家製醤油

さましょうゆ

和させること

ました。 

は、刺身をは

冷奴、漬物

ん”（登録商

に、萩産の香

の方々に安心

みとして発売

T 山口県

atumiya-h.

地域食材を活

とのコラボ商

ルケーキ”も

的に取り組ん

７年）に、毛

萩市にて創業

だ路地の中で、

た味を活かし

食卓を一味変

だけでなく、

油を活かした

ゆ”は、当社

とにより、独

はじめとして

物などにも最

商標第６１３

り豊かなゆず

心してお召し

売しました。
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業 種

資本金

企業概要

活用し、時代

品として、醤

も開発するな

でおります。

毛利元就氏３

しました。小

、伝統を受け

し、“殿さまし

変えるこだわ

、色々な用途

た関連商品も

社伝統の熟成

独特の濃厚で

て、魚料理に

最適です。 

６５８９号

ずにこだわり

し上がりいた

 

自社の強み

一押し商品

総合支援

種 製造業 
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代のニーズに

醤油特有の風

など従業員が
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３６万石の居

小京都と呼ば

け継ぎ静かに

しょうゆ”を

わりの製品を

途に使えるゴ
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された味を活
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によく合い、さ

）は、“殿さ
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ただける商品
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万円 

にあった

風味を活
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に変わら

中心に、
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知財総合支

  同社は、

った経験を

のネーミン

窓口へ支援

 巡回特許

援を開始し

による関連

専門家（弁

 商標登録

の取引状況

登録査定を

効果的な販

とつながり

 同社では

時期を考慮

に、同社と

知的財産権

れたものと

 新商品名

な宣伝活動

に活かした

ます。 

支援窓口活

、主力商品で

を有しておら

ングを社内で

援を依頼され

許庁での相談

しました。新

連先行登録商

弁理士）の見

録出願につい

況等を証拠書

を受領され、

販促活動に向

りました。

は、商標権を

慮して商標登

として初のプ

権の取得に止

と考えます。

業

し

名について、

動を展開する

たいと考えて

活用の概要

である醤油調

られます。支

で決定した状

れました。

談コーナーに

新商品名に係

商標の確認を

見解を伺いな

いて、新商品

書類として出

この結果、

向けてよろず

を自社商品保

登録出願の早

プレスリリー

止まらず、積

 

窓口担当

同社は、新

業員が積極的

して、事業が

商標権の早

ることができ

ております。

窓

窓口

（記：窓口

調味料等に関

支援対象とな

状況で、これ

において、新

係る先行登録

を行い、かつ

ながら商標登

品発売時期を

出願と同時に

他社登録商

ず支援拠点の

保護に止まら

早期審査制度

ースを発行し

積極的な宣伝

当者から一

新商品ネーミ

的に参加する

が益々発展され

企業か

早期権利化を

きました。今

これからも

最初

その

窓口を活用

活用のきっ

口担当者） 

関して登録商

なった「ゆず

れまで経験の

新商品に係る

録商標について

つ、類似の可

登録出願手続

を考慮して早

に早期審査を

商標への抵触

の支援を受け

らず、他社商

度により短期

し、新商品の

伝活動への知

言 （氏名

ング等を従

企業風土が

れることを期

からのメッ

を図り、他社

今後も、知的

も、知財総合

初の相談概

の後の相談

用して変わ

っかけ 

商標を取得さ

ずからくん」

のない早期審

る商標登録出

て、J-PlatP

可能性がある

きを進めま

早期審査制度

を申請しまし

触リスクが無

け、同社とし

標権侵害リ

間で商標権

積極的な宣伝

的財産権活用

名：有薗 

業員が参画

醸成されて

期待いたしま

セージ 

社の登録商標

的財産制度へ

合支援窓口に

概要 

概要 

ったところ

され、自ら商

の新商品開発

査を伴う商標

願を検討中で

Pat（特許情

先行登録商標

した。 

を検討し、

した。商標登

無いことを確

して初めての

スク確認と

を取得できま

伝活動を展開

用といった従

尚高） 

して決定する

おり、今後も

ます。 

との関係を確

の理解を深め

支援をお願

ろ 

標登録出願手

発と並行して

標登録出願に

であることを

情報プラット

標と新商品名

商品ラベル印

録出願後、約

認できたこ

プレスリリ

して捉え、更

ました。商標

開されました

従業員の意識

るなど、商品

も知的財産制

確認した上で

め、積極的に

いしたいと考

手続きを行

て、同商品

に向け、当

を伺い、支

トフォーム）

名について

印刷業者と

約３ケ月で

とを機に、

ース発行へ

更に、発売

標登録を機

た。単なる

識向上も図

品開発に従

制度を活か

で、積極的

に事業活動

考えており


